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COMMENT

　私 自身、渤海国 の 地 （中国吉林省）の 出身で あ

り、渤海国 の 歴 史に 関心があっ た の で 、 両先生 の

発表内容に とて も興味を持ち、 よ い 勉強にな っ た 。

そ こ で 自分の 不勉強を自覚 し なが ら、先生 の 発表

に つ い て次の よ うな コ メ ン トをした い 。

  　北東ア ジ ア （環 日本海 地域〉 にお ける渤海 国

　をテ
ー

マ に した観光 コ
ー

ス の 開発構想 とそ の 実

　現 の 基本方針 ・計画に賛 同 し、こ の構想が今後

　現実化す る こ とを願 い た い 。

  渤海 国をテ
ー

マ に した観光 コ ース の 現実化の

　ためには、まず次 の ような課題 を解決すべ きだ

　 と思 う。 渤海国の 領土は、現在の 中国 ・朝鮮 ・

　 ロ シ ア に跨 り、歴 史上、囗本と も深 い 関係があ

　 っ たの で 、渤海国は確か に 北東ア ジ ア の 国 々 の

　関心 の対象で ある 。 そ れ で も、現在 の と こ ろ、

　渤海国の 歴 史は特定 の 学者 ・歴史愛好者以外 の

　幅広 い 層 の 関心は 乏 し い よ うに 思 われ、一一方、

　渤海国の 現存 の 遺物は それ ほ ど多 くはな い し、

　各地に分散 して い る の で 、．
般 人 に も魅力 的な

　観光 コ
ー

ス の 開発 に 難点があ る。渤海国 の領土

　が現在 の 複数 の 国 々 に 跨 っ て い る こ とに よ り、

　渤海国 の 国家的性格 をめ ぐる 国家同 士 の 意見の

　食い 違 い もあ る の で 、国境 を跨る 魅力的 な観光

　コ ー
ス の 開発整備 に手間が 取る こ とも予想さ れ

　る。そ こ で 、優 れ た文化遺 産を今 も多 く残 して

　い る 高句麗 と渤海国をセ ッ ト と し た 歴 史遺産観
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　光コ
ー

ス 、それに こ れ らの 歴史遺産 の 観光を北

　 東ア ジ ア の 自然 ・民俗 の 観光 と リ ン ク し、こ の

　地域 の それぞれ の 国々 の 人たちが参加 しやすい

　環境 を作 っ て い くと、こ の 観光 コ ー
ス は 現 実性

　 を増すと考え られ る 。

  渤海国をテ ーマ に した観光 コ ー
ス を現実化 し

　 て い く過程で 、まずは 研究者 ・大学生 に よる 歴

　 史研究 ・研修 の コ ー
ス と して 渤海国遺跡 を積極

　 的に活用 し、渤海国 と周辺各国 との 交流 をテ
ー

　 マ に した 多様な内容 の イベ ン トを催す の も よ い

　方法だ と思 わ れる。日本 の 対馬 ・大阪な どで催

　 して い る朝鮮通信使 関連 の イベ ン トの 成功 も参

　 考 に な る とこ ろ で あ る。

  渤海国 をテ
ー

マ に した 観光 コ ース を現実化す

　る手段 として 、北京 → 延吉（中国朝鮮族民俗観

　光）→ 長白山 （自然観光）→ 敦化（渤海国遺跡観

　光）→ 寧安 （渤海国遺跡観光）→ 牡丹江 （中 国東

　北特色観光）→ 北京、の 観光 ル
ー

ト、新 潟 （日

　本）・束草（韓国〉か ら海 上 で → ポ シ ェ ッ ト湾

　（ロ シ ア 極 東特 色観光）→琿春 （渤海国遺跡観光）

　→ 延吉 （中国朝鮮族民俗観 光）→ 長 白山 （自然

　観光）→敦化 （渤 海国遺跡観光）一寧安（渤海国

　遺跡観光）→汪清 （森林観 光）→ 琿春 （中国東北

　特色観光）→ 新 潟 （日本）・束草 （韓国）、の観光

　 ル
ー

トを実際 に 開拓 して み る こ とを提案 した

　 い 。
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